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              論   文   の   要   旨  
米麦の高品質化や合理化に貢献してきた共同乾燥調製（貯蔵）施設には，施設の多く
が老朽化に伴う補改修費の増加や，地域農業の情勢や需給・気候などの社会的・物理的
な環境の変化に伴う要求能力と建設時に備えた機能や能力との差の発生，運転技術の維
持・継承などの課題がある。  
こうした背景に対応する機器・設備が数社の共乾施設メーカーによって開発され，一
部は試験導入が進みはじめている。共同利用施設向けの機械設備は，処理量が大きく，
個別に設計・設置されることから全てがオーダーメイド品であり，新規開発・設計され
た設備機器に実負荷をかけた状態で機能を試験・確認し，必要に応じて設計にフィード
バックする検証が大変重要である。これにより，施設の合理的・経済的な運転や運営が
可能とされ，地域の農業生産・食品流通への継続的な貢献が期待される。  
本検証研究は，近年新たに共乾施設向けとして開発された共乾施設の主要工程を担う
機器について，実稼動時における機能と効果を検証し，その評価を行うことを目的とし
た。  
はじめに検証を行った多品目対応型自主検定装置は，共乾施設の荷受・自主検定工程
において，米麦に加え大豆も対象に検定できる多品目対応を目的とした装置であり，更
新・補改修・再編整備等に適応しうる事をねらいとして開発されたものである。検証の
結果，対象装置が出力する各サンプルパック内の試料は，玄米・小麦の場合，整粒歩合・
屑粒率の値は各パックの再選別結果に比べて整粒で 1～ 2 %程度低く，屑粒で 1～ 1.5 %
程度高くなる傾向を示した。これは，ふるい分けを決定する様々な要因のうちふるい上
物の運動方向とふるいの縦目の方向が概ね一致していることが要因として考えられた。
一方，大豆では玄米等と逆の傾向を示した。本装置のニュートン効率は玄米と小麦で
0.93～ 0.97，大豆では 0.24～ 0.81 となり，従来機や類似の装置の試験結果と同程度であ
った。  
 
次に検証を行った省スペース型循環式乾燥機は，運転技術の継承が比較的容易である
循環式乾燥機の機高を従来機より 3ｍ抑えることで乾燥機の更新において既設建物への
導入を可能とするものである。検証の結果，乾減率は 0.59～ 0.60 %/h となり，農水省の
指導値等をほぼ満たした。重胴割れ粒の増加は認められなかった。除去水分 1 kg に要す
る総エネルギは 4.7～ 5.5 MJ/kg であり，これまでの報告例に比較して省エネルギとなっ
ている。  
また OEM 遠赤外線乾燥機は，海外製乾燥機の国内メーカー扱い品として低コスト化
を期待して開発されたものである。乾減率は 0.65～ 1.11 %/h となり，農水省の指導値を
満たした。端量区はメーカー仕様値標準 0.6～ 0.8 %/h を上回ったほか，乾燥前後の重胴
割れ粒増加がみられたがこれは送風温度，短時間のテンパリング，同一排風ダクトに接
続された乾燥機を全て運転したことによる風量の低下等の影響が考えられた。  
一方，サイロ冷却システムは，乾燥調製時期の高温傾向に伴う品質保持を貯蔵工程で
行うシステムとして開発されているが，冷却速度や適正運転における注意点が指摘され
ている他，実際の施設を利用した実稼動時の検証報告例が少ない。 300 t サイロを用い
た本検証研究では，冷気はサイロ下方から順に上昇し冷却の効果が認められた。水平方
向の冷気の挙動は試験区によって異なった。これは，①十字冷却ルーバの形状による半
径方向の相対的な空気量の差，②下方から上方に向かう冷気に対して外気温によるサイ
ロ内壁付近の対流の影響などが考えられた。また，乾燥時の冷却を省略して半乾籾を投
入した例では，冷気の上昇に伴いサイロ天板等に結露が生じた。基本的な運転を行うこ
とが当面の対策となるが，結露発生を抑制する知見を得るための更なる検証の必要性が
認められた。  
以上、本検証研究においては共乾施設の諸課題を論じ，その対策として試験導入され
つつある複数の機器・設備の実稼働時の性能を調査し考察を加えるとともに，それぞれ
の機器・設備の特長や導入時の留意点を明らかにした。  
 
              審   査   の   要   旨  
本検証研究は，共乾施設の機能や経済的側面・運営の継続等にかかわる諸課題への対
応を目的として新規に設計・開発された機器・設備について，実負荷状態における機能
を検証・確認することで，運転・運営上の留意事項等を明らかにするとともに，必要に
応じメーカーによる再設計や手直しを導くことを目的として行われた。  
検証研究の対象は，①多品目に対応することで施設の更新・再編整備等に適応しうる
多品目対応型自主検定装置，②機高を抑えることで既設建物における乾燥機の更新需要
に対応可能な循環式乾燥機，③海外製乾燥機の国内メーカー扱いとしてコスト低減が期
待される遠赤外線乾燥機，④高温傾向にある乾燥調製期間において品質を保つ効果が見
込まれるサイロ冷却システム等であり，検証の結果，実稼動上の基本性能が確認される
一方，設計・運転上の課題や留意点が明らかになった。  
本検証研究は，共乾施設向けに新たに開発された主要機器について実稼動時に確認さ
れた性能をとりまとめたものである。明らかにされた設計および運転上の課題や留意点
等は広く共乾施設の効果的な再編整備等に寄与し，変化が著しい地域農業の生産体制や
流通に貢献する貴重な研究成果であると判断された。  
平成 28 年 3 月 7 日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文
の審査及び学力の確認を行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質
疑応答を行った。その結果，審査委員全員によって合格と判定された。  
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認め
る。  
